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キ
ー
ワ
ー
ド　

西
周
金
文　

册
命　

鄭
邑　

裁
判
の
手
數
料

器
銘

鮎
（
①
張
光
裕
）・
舲
簋
（
④
付
強
）

時
代　

西
周
中
期
前
段
（
穆
王
・
恭
王
期
）（
銘
圖
・
銘
圖
續
）

出
土　

不
明

收
藏　

中
國
國
家
博
物
館
（
銘
圖5258

）・
某
收
藏
家
（
銘
圖
續448
）

本
器
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
全
三
件
存
在
す
る
。
④
付
強
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
四

年
、
中
國
國
家
博
物
館
に
一
件
入
藏
（
銘
圖
著
録
。
以
下

簋
甲
と
稱
す
。
銘
文

は
蓋
・
器
に
存
在
）。
某
私
人
も
一
件
收
藏
し
て
い
る
（
銘
圖
續
著
録
。
以
下

簋
乙
と
稱
す
。
銘
文
は
蓋
・
器
に
存
在
）。
そ
れ
ら
と
は
別
の
一
件
（
以
下

簋

丙
と
稱
す
。
銘
文
は
器
に
存
在
）
が
二
〇
一
八
年
、
香
港
大
唐
國
際
藝
術
品
拍
賣

有
限
公
司
春
季
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
高
古
靑
銅
藝
術
特
別
興
業
で
出
品
さ
れ
た
（
筆

者
注
：
こ
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
本
器
は
「
殷
簋
」
の
名
で
出
品
さ
れ
て
い
る
）。

大
唐
國
際
春
季
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
舲
簋
（
以
下
、各
研
究
者
の
説
を
引
用
す
る
際
、

人
名
、
靑
銅
器
名
等
の
名
詞
は
引
用
元
で
使
用
さ
れ
て
い
る
文
字
で
記
述
す
る
）

に
は
蓋
が
な
く
、銹
色
も
國
家
博
物
館
と
某
私
人
の
舲
簋
と
同
樣
で
は
な
い
。オ
ー

ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
た
も
の
は
日
本
關
東
の
藏
家
收
藏
で
あ
り
、
三
件
の
舲
簋

の
銘
文
は
い
ず
れ
も
同
じ
で
あ
る
。
國
家
博
物
館
の
舲
簋
は
、
前
後
し
て
張
光
裕

氏
と
朱
鳳
瀚
氏
の
文
章
が
あ
り
、
張
光
裕
氏
が
香
港
で
見
た
舲
簋
は
國
家
博
物
館

入
藏
の
も
の
で
あ
る
。

著
録

①
張
光
裕
（

簋
甲
）

②
朱
鳳
瀚
（

簋
甲
）

④
付
強
（

簋
丙
）

銘
圖5258

（

簋
甲
）

銘
圖
續448

（

簋
乙
）

考
釋

①
張
光
裕
「
讀
新
見
西
周

簋
銘
文
箚
移
」（『
古
文
字
研
究
』
第
二
十
五
輯
、

二
〇
〇
四
年
）

金
文
通
解

簋

三　
　

輪　
　

健　
　

介
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②
朱
鳳
瀚
「
西
周
金
文
中
的
「
取

」
與
相
關
諸
問
題
」（『
古
文
字
與
古
代
史
』

第
一
輯
、
二
〇
〇
七
年
）

③
髙
澤
浩
一
「

簋
」（
髙
澤
浩
一
編
『
近
出
殷
周
金
文
考
釋
』
第
四
輯
、
出
土

地
未
詳
編
、
研
文
出
版
、
二
〇
一
五
年
）

④
付
強
「
新
見
第
三
件
舲
簋
銘
文
考
釋
」（
二
〇
一
八
年
五
月
十
九
日
發
表
）

（http://w
w
w
.xianqin.org/blog/archives/10679.htm

l

）

著
録
等
略
稱

集
成　

中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
編『
殷
周
金
文
集
成（
修
訂
增
補
本
）』（
中

華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
）

近
出　

劉
雨
・
嚴
志
斌
編
著
『
近
出
殷
周
金
文
集
録
』（
中
華
書
局
、二
〇
〇
二
年
）

新
收　

鍾
柏
生
・
陳
昭
容
・
黃
銘
崇
・
袁
國
華
編
著
『
新
收
殷
周
靑
銅
器
銘
文
曁

器
影
彙
編
』（
藝
文
印
書
館
、
二
〇
〇
六
年
）

銘
圖　

呉
鎭
烽
編
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
曁
圖
像
集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
二
年
）

銘
圖
續　

呉
鎭
烽
編『
商
周
靑
銅
器
銘
文
曁
圖
像
集
成
續
編
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
六
年
）

通
釋　

白
川
靜
『
金
文
通
釋
』
一
〜
七
（
白
川
靜
著
作
集
別
卷
、
平
凡
社
、

二
〇
〇
四
〜
二
〇
〇
五
年
）

銘
文
選　

馬
承
源
主
編
『
商
周
靑
銅
器
銘
文
選
』（
一
）
〜
（
四
）（
文
物
出
版
社
、

一
九
八
六
〜
一
九
九
〇
年
）

史
徴　

唐
蘭
『
西
周
靑
銅
器
銘
文
分
代
史
徴
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
）

商
周
金
文　

王
輝
『
中
國
古
文
字
導
讀　

商
周
金
文
』（
文
物
出
版
社
、

二
〇
〇
六
年
）

器
制簋

甲　

通
高
・
口
徑
不
明
。
銘
圖
續
に
よ
る
と
大
き
さ
は
乙
器
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
と
い
う
。

簋
乙　

通
高18cm

、
口
徑19

×19.5cm

、
腹
深9cm

、
兩
耳
閒27cm

（
銘

圖
續
）

簋
丙　

通
高12.5cm

、
口
徑19cm

（
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）

重
量
は
三
器
と
も
に
不
明
。
乙
器
と
丙
器
の
高
さ
が
異
な
る
の
は
、
丙
器
に
蓋

が
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

銘
圖
に
よ
る
と
器
體
は
低
く
、
大
き
な
口
で
首
は
細
く
な
っ
て
い
る
。
下
腹
は

外
に
膨
れ
る
。
一
對
の
獸
首
耳
が
あ
り
、
耳
の
下
部
に
は
方
形
の
短
珥
が
つ
い
て

い
る
。
蓋
面
は
隆
起
し
、
上
に
は
圈
状
の

つ
ま
み
が
あ
る
。
圈
足
下
に
は
三
本
の
短

足
を
鑄
造
し
て
い
る
。
蓋
の
縁
お
よ
び
頸

部
に
は
い
ず
れ
も
二
對
の
垂
冠
回
首

龍

紋
を
飾
り
、
雲
雷
紋
を
う
め
て
い
る
。

簋甲（銘圖）
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銘　

8
行
63
字
（
蓋
・
器
同
銘
）

銘
文

隹
（
唯
）
正
月
初
吉
丁
丑
、
昧

（
爽
）、
王
才
（
在
）
宗
周
、
各
（
格
）
大
室
、

（
祭
）
弔
（
叔
）
右

、
即
立
（
位
）
中
廷
、

乍
（
作
）
册
尹
册
令
（
命
）

、
易
（
賜
）
特
（
鑾
）、

令
邑
于
奠
（
鄭
）、
肬
（
訊
）
訟
、
取

五

（

）、

對
揚
王
休
、
用

乍
（
作
）
楳
（
朕
）
文
且
（
祖
）
豐
中
（
仲
）
寶

鮎
、
世
孫
子
其
永
寶
用

④
付
強
に
は

簋
丙
の
銘
文
畫
像
が
載
っ
て
お
り
、
併
せ
て
參
照
。

簋乙（銘圖續）

簋丙（オークション）

簋乙器銘畫像（銘圖續）

簋乙蓋銘畫像（銘圖續）

簋甲器銘（②朱鳳瀚）簋乙器銘（銘圖續）

簋乙蓋銘（銘圖續） 簋甲蓋銘（②朱鳳瀚）
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【
考
釋
】

隹
（
唯
）
正
月
初
吉
丁
丑
、
昧

（
爽
）、
王
才
（
在
）
宗
周
、
各
（
格
）

大
室
、

（
祭
）
弔
（
叔
）
右

、
即
立
（
位
）
中
廷

「
初
吉
」
は
諸
説
あ
る
が
、
月
の
初
め
か
ら
の
數
日
閒
も
し
く
は
10
日
閒
の
こ

と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
丁
丑
」
の
干
支
番
號
は
14
。

「
昧

（
爽
）」
は
小
盂
鼎
（
集
成2839

・
西
周
早
期
）
と
免
簋
（
集
成

4240

・
西
周
中
期
）
に
見
え
る
。
傳
世
文
獻
で
は
、『
尚
書
』
周
書
・
牧
誓
に
「
時

甲
子
昧
爽
、
王
朝
至
于
商
郊
牧
野
、
乃
誓
。」【
時こ

れ
甲
子
の
昧
爽
、
王
、
朝
に
商

郊
の
牧
野
に
至
り
、
乃
ち
誓
ふ
。】
と
あ
る
。
そ
の
傳
に
「
昧
、
冥
、
爽
、
明
、

早
旦
。」【
昧
は
冥
、
爽
は
明
、
早
旦
な
り
。】
と
あ
る
よ
う
に
、
夜
明
け
頃
の
こ

と
を
い
う
。

「
王
才
（
在
）
宗
周
」
の
「
宗
周
」
は
周
の
都
の
一
つ
で
、
一
般
的
に
鎬
京
を

指
す
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
今
の
西
安
市
長
安
縣

河
東
岸
斗
門
鎭
一
帶
に
あ
っ

た
と
い
う
（『
商
周
金
文
』
一
五
「
大
盂
鼎
」）。
一
方
、
現
在
の
周
原
一
帶
を
指

す
と
い
う
説
も
あ
る
（
角
道
亮
介
『
西
周
王
朝
と
そ
の
靑
銅
器
』
六
一
書
房
、

二
〇
一
四
年
、
一
六
一
〜
一
七
八
頁
參
照
）。

「

」
字
に
つ
い
て
、
②
朱
鳳
瀚
は
癆
と
釋
し
て

と
讀
み
、
西
周
金
文
中
に

は

公
・

仲
・

季
の
稱
が
あ
り
、

氏
の
居
地
と
し
て
は

宮
が
あ
る
と
い

う
。

叔
も
當
然

氏
宗
族
に
屬
し
、

氏
の
一
支
で
あ
っ
た
。
本
銘
に
見
え
る

そ
の
政
治
地
位
よ
り
、

叔
も
そ
の
時
代
の

公
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

④
付
強
は

（
祭
）
叔
の

字
は
李
學
勤
氏
に
從
い
「
祭
」
と
釋
す
べ
き
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

そ
の
李
學
勤
氏
に
よ
る
と
、
厚

方
鼎
（
集
成2730

・
西
周
早
期
）
な
ど
に

見
え
る
「

」
字
は
『
歴
代
鐘
鼎
彝
器
款
識
法
帖
』
と
『
續
考
古
圖
』
に
見
え
、

そ
の
釋
文
で
は
「
慧
」
と
し
て
お
り
、隸
定
上
は
正
確
で
は
な
い
と
は
い
え
、「
彗
」

に
從
う
と
す
る
こ
と
は
誤
っ
て
は
い
な
い
と
い
う
。
兼
字
は
二
禾
に
從
い
、
淸
代

の
徐
同
柏
が「

」と
釋
す
の
は
字
形
上
正
し
く
な
い
。「

」字
の
上
部
は
彗
で
、

又
形
を
取
り
去
る
と
郭
店
楚
簡
の
字
（

）
の
上
部
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
字

の
下
部
は
渉
で
あ
る
。
按
ず
る
に
渉
の
子
音
は
禪
母
葉
部
で
、
こ
こ
で
は
彗
の
聲

符
で
あ
る
。
字
は
彗
で
、
郭
店
楚
簡
の
緇
衣
の
「

公
」
が
『
禮
記
』
緇
衣
で

は
「
葉
公
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
『
逸
周
書
』
祭
公
で
は
「
祭
公
」
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
葉
と
祭
と
は
通
假
の
關
係
に
あ
る
と
い
え
、
文
獻
の
祭
公
の
祭
の
本

字
に
關
係
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
と
い
う（
李
學
勤「
釋
郭
店
簡
祭
公
之
顧
命
」『
文

物
』
一
九
九
八
年
第
七
期
）。

「

」
字
は
他
に
欲
鼎
（
集
成2659

・
西
周
早
期
）（

）・
厚

方
鼎
（
集

成2730

・
西
周
早
期
）（

）・
愾
鼎
（
集
成2740

、2741

・
西
周
早
期
）

（

）
に
「

公
」
の
名
が
見
え
、令
鼎
（
集
成2803

・
西
周
早
期
）
に
は
「

宮
」、
九
年
衞
鼎
（
集
成2831

・
西
周
中
期
）
に
は
「

」・「

宣
（
幎
）

（
？
）」
の
語
が
見
え
る
。
本
銘
の
字
は
厚

方
鼎
の
「

」
に
近
い
。
②

朱
鳳
瀚
の
よ
う
に
「
癆
（

）」
と
釋
す
場
合
、
こ
の
字
の
「
兼
」
部
分
は
手
に

下
向
き
の
「
矢
」
を
持
つ
形
に
な
っ
て
お
り
、「
兼
」
字
が
手
に
「
禾
」
を
持
つ

形
と
な
っ
て
い
る
の
と
は
異
な
る
。
李
學
勤
氏
の
説
に
從
い
、「

（
祭
）」
と

讀
ん
で
お
く
。
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本
器
の
作
器
者
で
あ
る
「

」（
甲
器
銘
文
）
は
、
①
張
光
裕
は
左
側
が
「
并
」

に
似
て
お
り
、
そ
の
右
の
從
う
所
の
形
旁
と
「
令
」
字
は
最
も
合
う
た
め
、
今
暫

く
隸
定
し
て
「

」
に
作
り
「
并
」
と
讀
む
と
い
う
。
④
付
強
は
「
舲
」
と
隸
定

し
て
い
る
。

文
字
の
左
側
を
「
并
」
と
す
る
か
「
舟
」
と
す
る
か
に
つ
い
て
、「
舟
」
字
は

七
行
目
第
二
字
の
「
楳
」（
朕
）
字
の
左
側
に
見
え
て
お
り
、
こ
の
字
と
比
較
す

る
と
下
部
が
曲
が
っ
て
い
る
た
め
、
字
形
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
并
伯

（
新

收1351

・
西
周
早
期
）
の
「
并
」
は
「

」
と
書
か
れ
、
一
番
上
部
の
橫
線
の

繋
が
り
の
有
無
は
あ
る
が
、
字
形
が
比
較
的
近
い
た
め
「
并
」
と
考
え
、「

」

と
隸
定
し
て
お
く
。

「

（
祭
）
弔
（
叔
）
右

、
即
立
（
位
）
中
廷
」
は
、
同
樣
の
事
例
が
南
宮

柳
鼎
（
集
成2805

・
西
周
晩
期
）「
武
公
有
（
右
）
南
宮
柳
、
即
立
（
位
）
中
廷
」

に
見
え
る
。
③
髙
澤
浩
一
は
、「
即
立
中
廷
」
は
通
例
で
は
王
が
主
格
で
、「
各
大

室
」
に
續
い
て
「
即
立
（
位
）」
と
な
り
、
そ
の
あ
と
に
、
佑
者
が
受
命
者
を
導

い
て
「
入
門
、
立
中
廷
、
北
嚮
」
の
順
で
書
か
れ
る
。
本
銘
で
は
「
即
立
中
廷
」

と
書
か
れ
て
お
り
、通
例
と
異
な
る
た
め
、立
字
を
補
っ
て
「

（

）
弔
（
叔
）、

を
右
（
佑
）
け
、
立
（
位
）
に
即
き
、
中
廷
（
に
立
つ
）。」
と
讀
む
と
考
え
て

い
る
。

③
髙
澤
浩
一
で
は
「
立
」
字
を
補
う
と
述
べ
て
い
る
が
、
小
盂
鼎
（
集
成

2839

・
西
周
早
期
）・
師
虎
簋
（
集
成4316

・
西
周
中
期
）
等
に
も
「
即
立
中
廷
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、同
樣
の
事
例
は
他
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
こ
で
は「
立
」

を
「
位
」
と
讀
み
、「
位
に
中
廷
に
即
く
」
と
讀
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

乍
（
作
）
册
尹
册
令
（
命
）

、
易
（
賜
）
特
（
鑾
）、
令
邑
于
奠
（
鄭
）、

肬
（
訊
）
訟
、
取

五

（

）

「
乍
（
作
）
册
尹
」
は
、南
宮
柳
鼎
（
集
成2805

・
西
周
晩
期
）
に
「
王
乎
（
呼
）

乍
（
作
）
册
尹
册
令
（
命
）
柳
」【
王
、
作
册
尹
を
呼
び
、
柳
に
册
命
せ
し
む
。】、

免
簋
（
集
成4240

・
西
周
中
期
）
に
「
王
受
（
授
）
乍
（
作
）
册
尹
者
（
書
）、

卑
（
俾
）
册
令
（
命
）
免
」【
王
、
作
册
尹
に
書
を
授
け
、
免
に
册
命
せ
し
む
。】

と
あ
る
よ
う
に
、
王
命
の
傳
達
を
擔
當
し
て
い
る
。

「
易
（
賜
）
特
（
鑾
）」
の
「
特
」
は
「
鑾
」・「
鸞
」
と
讀
む
。「
特
（
鑾
）
旅
（
旂
）」

と
い
う
よ
う
に
「
旅
（
旂
）」
と
共
に
記
さ
れ
る
事
例
が
多
い
が
、「
特
（
鑾
）」

は
他
に
望
簋
（
集
成4272

・
西
周
中
期
）・
免
簠
（
集
成4626

・
西
周
中
期
）
等

に
見
え
る
。
林
巳
奈
夫
氏
は
、
特
は
和
鸞
の
鸞
で
、
馬
車
の
衡
に
つ
け
る
鈴
の
類

の
意
味
が
あ
る
と
い
う
（
林
巳
奈
夫
「
先
秦
時
代
の
旗
」『
史
林
』
第
四
九
卷
第

二
號
、
一
九
六
六
年
、
同
『
中
國
古
代
車
馬
研
究
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
八
年
所

收
）。

「
令
邑
于
奠
（
鄭
）」
に
つ
い
て
、
①
張
光
裕
は
、「
邑
于
奠
」
は
「
奠
」
地
を

司
る
長
を
い
う
よ
う
で
あ
り
、「
鄭
」
を
そ
の
封
邑
と
し
た
と
考
え
る
。「
奠
」
は

地
名
で
「
鄭
」
に
通
じ
、昔
日
、西
周
王
畿
付
近
に
あ
っ
た
と
い
う
。
旅
伯
簋
（
旂

伯
簋
）（
銘
圖5147

・
西
周
中
期
前
段
）
に
見
え
る
「
奠
宮
」
は
王
が
滯
在
す
る

と
こ
ろ
で
、
王
畿
を
離
れ
る
こ
と
遠
く
は
な
く
、
位
置
は
本
銘
の
「
奠
邑
」
で
あ

ろ
う
と
し
て
い
る
。

②
朱
鳳
瀚
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』（
以
下
、『
左
傳
』
と
略
す
）
隱
公
十
一
年
・『
詩

經
』
大
雅
・
崧
高
の
二
例
（
後
述
）
を
參
照
し
て
本
銘
を
見
て
み
る
と
、
王
が



簋

五
〇

に
「
邑
于
鄭
」
を
命
じ
た
の
は
、

に
鄭
地
で
新
邑
を
建
て
さ
せ
た
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
。
鄭
地
は
今
の
陝
西
華
縣
東
北
の
鄭
を
指
し
、
こ
の
地
は
西
周
時
期
に

は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
故
に
金
文
中
に
は
「
王
在
鄭
」
の
記
載
が
幾
つ
か
見
え

る
。
邑
を
こ
の
地
に
建
て
た
の
は
、
王
室
の
重
要
な
事
情
で
あ
り
、
故
に
王
が
自

ら
こ
の
事
を
擔
當
す
る
官
吏
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

③
髙
澤
浩
一
は
、「
邑
」
は
邑
（
采
邑
・
封
邑
・
領
地
）
を
作
る
意
味
の
動
詞

で
あ
り
、「
奠
」
は
鄭
（
地
名
）
で
あ
る
と
い
う
。

④
付
強
は
、「
令
邑
于
鄭
」
の
意
味
は
王
が
舲
に
命
令
し
て
鄭
の
地
方
に
都
邑

を
建
立
さ
せ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、穆
王
時
期
に
居
る
と
こ
ろ
の
鄭
宮
の
地
は
、

『
史
記
』
秦
本
紀
に
記
載
す
る
「
德
公
元
年
、
初
居
壅
城
大
鄭
宮
」【
德
公
元
年
、

初
め
て
壅
城
大
鄭
宮
に
居
る
。】
で
、
秦
德
公
が
西
周
穆
王
時
に
建
て
ら
れ
た
鄭

宮
の
基
礎
上
に
改
建
擴
大
を
行
っ
た
た
め
に
大
鄭
宮
と
呼
ば
れ
、
現
在
の
陝
西
省

寶
鷄
市
鳳
翔
縣
境
内
に
あ
っ
た
と
い
う
。

陳
絜
は
「
邑
于
奠
」
は
「
作
邑
于
奠
」
あ
る
い
は
「
作
邑
長
（
邑
人
）
于
奠
」

と
理
解
す
る
こ
と
が
穩
當
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
す
な
わ
ち
奠
邑
を
司
る
意
味

で
あ
る
と
し
て
い
る
（
陳
絜
「
周
代
農
村
基
層
聚
落
初
探
―
以
西
周
金
文
資
料
爲

中
心
的
考
察
」
朱
鳳
瀚
主
編
『
新
出
金
文
與
西
周
歴
史
』
上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
）。

最
初
に
「
奠
」
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
本
銘
の
「
奠
」
は
地
名
の
鄭
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
鄭
は
傳
世
文
獻
で
は
『
古
本
竹
書
紀
年
』
に
「
穆
王
元
年
、
築
祇
宮
于

南
鄭
」【
穆
王
元
年
、
祇
宮
を
南
鄭
に
築
く
。】、「
穆
王
以
下
都
于
西
鄭
」【
穆
王

以
下
、
西
鄭
に
都
す
。】
と
あ
る
よ
う
に
、
穆
王
が
都
と
し
た
土
地
と
し
て
傳
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
金
文
に
お
い
て
も
大
簋
（
集
成4165

・
西
周
中
期
）
等

に
見
え
る
「
王
才
（
在
）
奠
（
鄭
）」
の
よ
う
に
王
が
鄭
に
い
た
と
い
う
以
外
に
も
、

數
例
の
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

뫌
鼎
（
集
成2755

・
西
周
中
期
）

皰
（
遣
）
中
（
仲
）
令
（
命
）
뫌
閏
欲
奠
（
鄭
）
田

【
遣
仲
、
뫌
に
命
じ
て
鄭
の
田
を
閏
欲
せ
し
む
。】

免
簠
（
集
成4626

・
西
周
中
期
）

王
才
（
在
）
周
、
令
（
命
）
免
乍
（
作
）
欲
土
、
欲
奠
（
鄭
）
還
眷
（
林
）

呉
（
虞
）

牧

【
王
、
周
に
在
り
。
免
に
命
じ
て
欲
土
と
作
し
、
鄭
還
の
林
と
虞
と
牧
と
を

欲
つ
か
さ
ど
ら

ら
し
む
。】

旂
伯
簋
（
銘
圖5147

・
西
周
中
期
前
段
）

王
客
（
格
）
奠
（
鄭
）
宮

【
王
、
鄭
宮
に
格
る
。】

呂
簋
（
銘
圖5257

・
西
周
中
期
）

王

（
格
）
大
室
、
册
命
呂
、
王
曰
若
、
更
（
賡
）
乃
考
閏
欲
奠
（
鄭
）
師
氏

【
王
、
大
室
に
格
り
、
呂
に
册
命
す
。
王
若
く
曰
は
く
、
乃
の
考
を
賡つ

ぎ
鄭
の

師
氏
を
閏
欲
せ
よ
。】

懋
尊
（
銘
圖
續791
・
西
周
中
期
前
段
）
／
懋

（
銘
圖
續880

・
西
周
中
期
前
段
）
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穆
王
才
（
在
）
奠
（
鄭
）、
屯
（
蔑
）
懋
簣
（
歴
）

【
穆
王
、
鄭
に
在
り
。
懋
の
歴
を
蔑
す
。】

免
簠
に
は
後
の
「
縣
」
の
前
身
で
あ
る
と
さ
れ
る
「
還
」
が
鄭
に
存
在
し
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
呂
簋
に
見
え
る
「
鄭
師
氏
」
と
は
鄭
に
存
在
し
た
軍
隊
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
懋
尊
／

に
は
穆
王
が
鄭
に
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
前

述
し
た
『
竹
書
紀
年
』
の
い
う
穆
王
と
鄭
と
の
關
係
が
分
か
る
。

さ
ら
に
は
、
鄭
に
は
「
奠
（
鄭
）
井
（
邢
）
弔
（
叔
）
康
」（
鄭
井
叔
康

、

集
成4400

、4401

・
西
周
晩
期
）・「
奠
（
鄭
）

中
（
仲
）」（
鄭

仲
鼎
、
集

成2599

・
西
周
晩
期
）・「
奠
（
鄭
）
義
白
（
伯
）」（
鄭
義
伯

、
集
成4391

・

西
周
晩
期
）
等
の
よ
う
に
、
井
（
邢
）
や

・
義
等
と
い
っ
た
氏
族
の
分
族
が
存

在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
松
井
嘉
德
氏
は
こ
の
よ
う
な
分
族
に
つ
い
て
考
察
し
、

例
え
ば
鄭
井
・
咸
井
・
豐
井
と
い
う
二
文
字
か
ら
な
る
「
氏
族
」
名
は
、
井
氏
か

ら
分
節
さ
れ
た
分
族
と
し
て
、
鄭
・
咸
・
豐
と
い
っ
た
地
名
を
冠
し
て
「
地
域
化
」

し
、
そ
の
「
家
」
を
複
數
地
に
分
散
さ
せ
て
い
た
と
評
價
で
き
る
だ
ろ
う
と
し
て

い
る
（
松
井
嘉
德
「
第
Ⅲ
部
第
二
章　

分
節
す
る
氏
族
」『
周
代
國
制
の
研
究
』

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
二
年
、
二
〇
八
〜
二
五
一
頁
參
照
）。

先
に
擧
げ
た
王
の
直
轄
地
（
還
）
が
存
在
す
る
と
い
う
免
簠
の
記
述
や
鄭
に
は

氏
族
の
分
族
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
鄭
に
は
王
の
直
轄
地
と
臣
下
の
采

邑
が
混
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
奠
（
鄭
）」
が
地
名
で
あ
る
と
す
る
と
、
動
詞
と
し
て
使
わ
れ
る
「
邑
」
と
は

ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
本
銘
の
よ
う
に
「
邑
」
を
動
詞
と
し
て
使
う
例

は
、
金
文
で
は
他
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
傳
世
文
獻
で
は
朱
鳳
瀚
氏
が

『
左
傳
』
と
『
詩
經
』
の
事
例
を
擧
げ
て
い
る
が
、
他
に
『
孟
子
』
に
も
事
例
が

あ
る
。

『
左
傳
』
隱
公
十
一
年

〔
鄭
伯
〕
曰
…
…
吾
先
君
新
邑
於
此
…
…

【〔
鄭
伯
〕
曰
は
く
…
…
吾
が
先
君
、
新
た
に
此
に
邑
す
。
…
…
】

『
詩
經
』
大
雅
・
崧
高

亹
亹
申
伯
、
王
纘
之
事
、
于
邑
于
謝
、
南
國
是
式

【
亹び

び亹
た
る
申
伯
、
王
、
之
が
事
を
纘
が
し
む
。
于ゆ

き
て
謝
に
邑
し
、
南
國
是

れ
式の
り

た
ら
し
む
。】

『
孟
子
』
梁
惠
王
下

去

、
踰
梁
山
、
邑
于
岐
山
之
下
居
焉

【

を
去
り
、
梁
山
を
踰
え
、
岐
山
の
下
に
邑
し
て
居
る
。】

以
上
に
擧
げ
た
「
邑
」
は
「
邑
を
作
る
」
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

殷
周
時
代
の
邑
の
構
造
に
つ
い
て
、
松
丸
道
雄
氏
は
殷
周
時
代
に
お
け
る
も
っ

と
も
基
本
的
な
國
家
構
造
は
大
邑
―
族
邑
―
屬
邑
と
い
う
累
層
的
關
係
で
あ
る
と

考
え
る
（
松
丸
道
雄
「
殷
周
國
家
の
構
造
」『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
』
四
、
岩
波

書
店
、
一
九
七
〇
年
）。
林

氏
は
、
人
々
が
居
住
す
る
邑
は
中
心
邑
で
あ
る
都

と
そ
こ
に
從
屬
す
る
多
數
の
鄙
に
分
化
し
、
一
つ
の
都
鄙
を
構
成
し
た
と
考
え
て

い
る
（
林

「
關
于
中
國
早
期
國
家
形
式
的
幾
個
問
題
」『
林

學
術
文
集
』
中



簋

五
二

國
大
百
科
全
書
出
版
社
、一
九
九
八
年
）。い
ず
れ
の
説
も
中
心
と
な
る
邑
が
あ
り
、

そ
の
周
邊
に
多
く
の
小
邑
が
從
屬
す
る
か
た
ち
を
と
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

鄭
に
も
中
心
邑
が
あ
り
、そ
の
周
邊
に
多
數
の
鄙
邑
が
從
屬
す
る
と
考
え
る
と
、

は
鄭
の
鄙
に
新
た
に
邑
を
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
鄭
に
作
ら
れ
た
邑
が
王
の
直

轄
地
で
あ
る
の
か
、

が
采
邑
と
し
て
與
え
ら
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
王
が

に
邑
を
賜
る
と
い
っ
た
記
述
が
な
く
、
下
文
で
「
肬
（
訊
）
訟
」
と
い
う
よ
う
に

が
王
に
裁
判
の
擔
當
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
新
邑
は
王
の
直
轄

地
で
あ
り
、

は
そ
の
邑
の
管
理
も
併
せ
て
行
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

「
肬
（
訊
）
訟
」
に
つ
い
て
、
①
張
光
裕
は
、
本
銘
が
「
訊
訟
」
と
稱
す
の
は

「

」
が
時
王
に
よ
り
訴
訟
事
件
中
の
尋
問
を
擔
當
す
る
責
任
に
册
命
さ
れ
た
と

考
え
て
い
る
。

②
朱
鳳
瀚
は
、「
訊
」
は
考
問
（
問
い
た
だ
す
）
の
意
、「
訟
」
は
獄
訟
・
訟
爭
で
、

「
訊
訟
」
は
獄
訟
の
審
理
の
事
で
あ
る
と
い
う
。
當
時
の
獄
訟
の
類
の
事
務
を
專

門
的
に
司
り
治
め
る
機
構
が
無
い
状
況
下
に
お
い
て
、「
訊
訟
」（
獄
訟
）
を
司
る

こ
と
は
比
較
的
下
部
の
軍
事
あ
る
い
は
行
政
官
吏
が
負
擔
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

が
建
邑
の
後
に
實
際
に
こ
の
新
邑
の
行
政
長
官
を
擔
當
す
る
必
要
が
あ
り
、
故

に
必
然
的
に
訴
訟
案
件
を
司
り
治
め
る
職
責
を
負
う
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。

「
訊
」
は
『
説
文
』
に
「
訊
、
問
也
」
と
い
い
、「
訟
」
は
『
説
文
』
に
「
訟
、

爭
也
」
と
い
う
よ
う
に
、「
訊
訟
」
は
裁
判
の
こ
と
を
い
う
。
伊
藤
道
治
氏
は
、「
訊

訟
」（
訟
を
訊た

だ

す
）、「
訊
訟
罰
」（
訟
罰
を
訊
す
）
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
刑
事
訴

訟
・
裁
判
で
は
な
く
、
民
事
的
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
當
事
者
閒
の
訴

訟
・
裁
判
の
性
格
が
強
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
（
伊
藤
道
治
『
中

國
古
代
國
家
の
支
配
構
造
―
西
周
封
建
制
度
と
金
文
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七

年
「
第
五
章　

裁
判
の
意
味
す
る
も
の
」）。

「
取

五

（

）」
は
事
例
が
數
例
存
在
す
る
が
、
二
文
字
目
「

」
字
と

四
文
字
目
「

」
字
に
つ
い
て
は
隸
定
に
定
説
が
な
い
。
次
に
こ
れ
ら
の
文
字

の
隸
定
に
つ
い
て
各
説
を
確
認
し
て
み
る
。

「

」
字
に
つ
い
て
、
馬
承
源
氏
に
專
論
（
馬
承
源
「
説
剱
」『
古
文
字
研
究
』

第
十
二
輯
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
が
あ
る
。
氏
は
初
め
に
こ
の
字
の
各
家

の
解
釋
を
紹
介
す
る
。
す
な
わ
ち
、

一
、「
遺
」（
孫
詒
讓
説
）

二
、「

」（
強
開
運
説
）

三
、「
徴
」（
丁
山
説
）

四
、
金
屬
貨
幣
の
專
用
字
で
、
釋
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
郭
沫
若
説
）

の
四
説
で
、
他
に
も
債
・
幣
・
賦
・
貝
・
帛
等
と
讀
む
説
が
あ
る
と
い
う
。「
徴
」

と
釋
す
の
が
多
數
の
意
見
で
あ
る
と
い
う
が
、す
べ
て
正
し
く
な
い
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
助
け
と
な
る
の
が
、
一
九
七
八
年
四
月
に
陝
西

武
功
縣
出
土
の
楚
簋
で
あ
り
、
そ
の
銘
文
で
は
こ
の
字
は
씒
あ
る
い
は
쒺
に
作
ら

ず
、
遄
に
作
る
。
씒
と
쒺
の
讀
音
は
、
遄
と
同
じ
で
あ
る
か
或
い
は
近
い
。
楚
簋

の
遄
字
は
辵
に
從
い
耑
聲
で
あ
る
。
왡
字
は
貝
と
꽺
に
從
い
、
꽺
は
聲
符
で
あ
る
。

よ
っ
て
왡
の
從
う
と
こ
ろ
の
꽺
は
楚
簋
の
遄
字
の
從
う
と
こ
ろ
の
耑
字
で
あ
る
と

斷
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
왡
字
は
貝
に
從
い
耑
に
從
う
こ
と
か
ら
、

剱
字
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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一
方
、
②
朱
鳳
瀚
は
こ
の
字
を
「
徴
」
と
讀
む
こ
と
を
否
定
す
る
馬
承
源
氏
に

同
意
す
る
。し
か
し
、馬
承
源
氏
が
討
論
す
る「
붔
」字
の
貝
よ
り
上
の
部
分（「
太
」）

を
み
な
耑
字
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
、
嚴
密
で
は
な
い
と
い
う
。「
붔
」
字
は
、

「
從
太
、
貝
會
意
、
太
亦
聲
」
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
字
の
讀
音

は
太
と
同
じ
「
耑
」
音
で
あ
る
が
、
貝
を
加
え
る
と
す
で
に
太
（
瑞
）
字
で
は
な

く
、
瑞
は
玉
名
で
、
再
び
「
貝
」
符
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
っ
て
貝
を

加
え
る
こ
と
は
、
一
つ
の
獨
立
し
た
字
義
の
字
で
あ
る
。
漢
字
古
文
字
の
造
字
の

習
慣
で
は
、
玉
・
貝
は
み
な
財
産
・
財
富
を
象
徴
し
、
よ
っ
て
耑
音
の
「
붔
」
字

は
資
財
を
表
示
す
る
字
で
、決
し
て
玉
あ
る
い
は
貝
を
指
す
の
で
は
な
い
と
い
う
。

名
詞
と
し
て
の
時
は
資
財
・
財
産
を
字
義
と
す
る
。
本
器
の
こ
の
字
を
「
（

）」

と
釋
し
て
い
る
。

「

」
は
ど
の
よ
う
に
讀
む
べ
き
か
未
だ
定
説
が
な
い
た
め
、
字
形
の
ま
ま

「

」
と
隸
定
し
て
お
く
。
な
お
、
本
器
に
お
い
て
「
口
」
形
と
な
っ
て
い
る
部

分
は
、
他
器
の
事
例
で
は
「
貝
」
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
貝
」
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
字
は
「

」「
沖
」「
붔
」「
遄
」
と
い
う
よ
う
に
字
形
が

數
種
類
存
在
す
る
（
下
圖
參
照
）。

「

」
は
劑
鼎
（
集
成2838

・
西
周
中
期
）
に
「
用

（
沖
）
瓏
（
誕
）
賣
（
贖
）

絲
（
茲
）
五
夫
、
用
百

（

）」（
沖
を
用
て
誕こ

こ

に
茲
の
五
夫
を
贖
ふ
に
、
百

を
用
ふ
。）
と
あ
る
よ
う
に
「
五
夫
」
を
買
う
こ
と
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
代
價

と
し
て
の
判
斷
基
準
と
な
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
本
器
の
場
合
の
「

」
は
貝
や

銅
等
、
具
體
的
に
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
定
の
價
値
の

有
る
物
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

繹簋（畯簋）（銘圖 5386・西周中期後段）
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五
四

「

」
は
、「

」・「
爰
」
と
隷
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「

」・「
鍰
」
と
關
聯

付
け
て
解
釋
さ
れ
て
き
た
。
松
丸
道
雄
氏
は
こ
れ
を
否
定
し
「
랇
」
と
讀
む
。
西

周
時
代
の
一
랇
と
は
、約
一
〇
〇
〇
g
と
算
出
で
き
る
と
い
う
。
重
量
單
位
랇
は
、

西
周
前
期
に
は
絲
や
貝
の
計
量
の
た
め
に
、
中
・
後
期
で
は
剱
の
計
量
の
た
め
に

用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
（
松
丸
道
雄
「
西
周
時
代

の
重
量
單
位
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
百
十
七
册
、
一
九
九
二
年
）。
こ
こ

で
は
①
張
光
裕
と
②
朱
鳳
瀚
に
從
い
「

（

）」
と
し
て
お
く
。

以
上
と
関
連
し
て
、「
取

〔
數
字
〕

（

）」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
が
出

て
く
る
。

松
丸
道
雄
氏
は
「
랇
」
の
解
釋
に
引
き
続
き
、金
文
中
の
「
取
剱
□
랇
」
と
は
、

裁
判
に
お
い
て
、
訴
人
な
い
し
敗
訴
者
か
ら
徴
收
す
る
權
限
を
王
（
王
室
）
が
與

え
た
も
の
で
は
な
く
、王（
な
い
し
王
室
）側
か
ら
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「（
王

は
某
に
）
剱
□
랇
を
取
ら
し
む
」
と
讀
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。「
取
剱
□
랇
」

は
裁
判
に
關
わ
る
事
例
以
外
も
、
い
ず
れ
も
本
務
外
の
兼
務
に
對
す
る
給
付
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
、
臨
時
の
特
命
の
よ
う
な
性
格
を
帶
び
た
職
務
と
考
え
う
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
裁
判
關
係
の
事
例
は
、
お
そ
ら
く
一
裁
判
を
擔

當
す
る
ご
と
に
、
王
府
よ
り
支
拂
わ
れ
る
手
當
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
り
、

他
例
は
、
一
回
限
り
の
支
給
で
は
あ
る
ま
い
か
と
推
測
し
て
い
る
（
松
丸
道
雄
前

掲
論
文
）。

白
川
靜
氏
は
、
肬
は
肬
訟
で
、
理
官
と
し
て
訟
事
を
聽
く
こ
と
を
い
う
と
考
え

る
。
揚
鮎
等
に
見
え
る
「
取

五

」
は
そ
の
職
務
俸
に
當
た
り
、
取

は
ま
た

兼
官
に
對
し
て
も
與
え
ら
れ
る
。

は
徴
に
し
て
税
收
の
意
で
、
そ
れ
を
報
償
と

し
て
與
え
る
の
で
あ
る
と
い
う
（『
通
釋
』
一
三
一
、
揚
鮎
）。

①
張
光
裕
は
册
命
賞
賜
中
に
稱
す
る
「
取
徴
X

」
と
い
う
の
は
、
當
然
時
王

の
指
令
で
あ
り
、
す
で
に
册
命
を
受
け
た
者
に
命
じ
、
訊
訟
の
審
理
の
責
任
を
負

わ
せ
た
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

②
朱
鳳
瀚
は
、
受
册
命
貴
族
の
「
取

」
は
朝
廷
よ
り
取
得
し
て
そ
の
職
務
と

相
應
ず
る
固
定
の
俸
祿
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
比
較
的
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
。

⑤
髙
澤
浩
一
は
、

は
緩
で
、
金
（
銅
）
の
分
量
を
示
す
量
詞
で
、
職
務
に
對

す
る
對
價
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。
行
政
と
司
法
が
分
離
し
て
い
な
か
っ

た
時
代
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
ど
ち
ら
が
本
職
で
ど
ち
ら
が
兼
職
か
を
區
別
し
が

た
い
。
鄭
の
行
政
權
と
司
法
權
と
を
合
わ
せ
た
俸
祿
と
し
て
五
緩
を
當
て
た
の
か

追
加
し
た
職
務
に
見
合
っ
た
俸
祿
と
し
て
與
え
た
の
か
、
ど
ち
ら
に
も
解
し
う
る

よ
う
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

本
器
の
「
肬
（
訊
）
訟
、
取

五

（

）」
と
同
樣
ま
た
は
類
似
し
た
銘
文

は
次
の
も
の
が
あ
る
。

映
簋
（
集
成4215

・
西
周
晩
期
）

…
…
王
曰
、
映
、
命
女
（
汝
）
欲
成
周
里
人

者
（
諸
）
侯
・
大
亞
、
肬
（
訊
）

訟
罰
、
取

五

（

）、
易
（
賜
）
女
（
汝
）
尸
（
夷
）
臣
十
家
、
用
事
、

…
…

【
…
…
王
曰
は
く
、
映
よ
、
汝
に
命
じ
て
成
周
の
里
人
と
諸
侯
・
大
亞
と
を
欲

つ
か
さ
ど

ら
し
む
。
訟
罰
を
訊と

ひ
、

五

を
取
れ
。
汝
に
夷
臣
十
家
を
賜
ふ
。
用
て
事

へ
よ
、
と
。

…
…

】

揚
簋
（
集
成4294
、4295

・
西
周
晩
期
）
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…
…
王
若
曰
、
揚
、
乍
（
作
）
欲
工
、
官
欲
量
田
佃
（
甸
）

欲
慯
（
居
）

欲
芻

欲
寇

欲
工
司
（
事
）、易
（
賜
）
女
（
汝
）
赤
쇼
（
環
）
咯
・
特
（
鑾
）

旂
、
肬
（
訊
）
訟
、
取

五

（

）、
…
…

【
…
…
王
若
く
曰
は
く
、
揚
よ
、
欲
工
と
作な

り
て
、
量
田
の
甸
と
欲
居
と
欲
芻

と
欲
寇
と
欲
工
の
事
を
官
欲
せ
よ
。
汝
に
赤
環
咯
・
鑾
旂
を
賜
ふ
。
訟
を
訊
ひ
、

五

を
取
れ
、
と
。
…
…
】

繹
簋
（
畯
簋
）（
銘
圖5386

・
西
周
中
期
後
段
）

…
…
王
乎
（
呼
）
乍
（
作
）
册
尹
册
命
繹
（
畯
）
曰
、
…
…
今
余
隹
（
唯
）
噸

（
申
）
先
王
命
、
女
（
汝
）
閏
欲
西
扁
（
偏
）
欲
徒
、
肬
（
訊
）
訟
、
取
沖
十

（

）
…
…

【
…
…
王
、
作
册
尹
を
呼
び
て
畯
に
册
命
せ
し
め
て
曰
は
く
、
…
…
今
、
余
唯

れ
先
王
の
命
を
申か

さ

ね
、
汝
に
西
偏
欲
徒
を
閏
欲
せ
し
む
。
訟
を
訊
ひ
、
沖
十

を
取
れ
。
…
…
】

「
肬
（
訊
）
訟
罰
、
取

五

（

）」・「
肬
（
訊
）
訟
、
取

五

（

）」

な
ど
と
い
う
こ
と
か
ら
、
以
上
の
事
例
は
い
ず
れ
も
裁
判
費
用
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、「
訊
」
の
後
に
「
訟
」
以
外
の
言
葉
が
續
く
こ
と

も
あ
る
。

峭
簋
（
集
成4266

・
西
周
中
期
）

…
…
王
若
曰
、
峭
、
命
女
（
汝
）
乍
（
作
）
魁
（
豳
）
穎
（
師
）
冢
欲
馬
、
啻

（
嫡
）
官
僕
・
射
・
士
、
肬
（
訊
）
小
大
又
（
右
）

（
隣
）、
取

五

（

）、

易
（
賜
）
女
（
汝
）
赤
咯
・
幽
亢
（
衡
）・
特
（
鑾
）
旂
、
用
事
、

…
…

【
…
…
王
若
く
曰
は
く
、
峭
よ
、
汝
に
命
じ
て
豳
師
の
冢
欲
馬
と
作
し
、
僕
・
射
・

士
を
嫡
官
せ
し
む
。
小
大
右
隣
を
訊
ひ
、

五

を
取
れ
。
汝
に
赤
咯
・
幽
衡
・

鑾
旂
を
賜
ふ
。
用
て
事
へ
よ
、
と
。

…
…

】

牧
簋
（
集
成4343

・
西
周
中
期
）

…
…
王
曰
、
牧
、
女
（
汝
）
毋
敢
〔
弗
帥
〕
先
王
乍
（
作
）
明
井
（
型
）
用
、

友
（
于
）
乃
肬
（
訊
）
庶
右

（
隣
）、毋
敢
不
明
不
中
不
井
（
型
）、乃
毌
（
貫
）

政
事
、
毋
敢
不
尹
其
不
中
不
井
（
型
）、
今
余
隹
（
唯
）
噸
（
申
）
祗
（
就
）

乃
命
、
易
（
賜
）
女
（
汝
）
旧
（
秬
）
鬯
一

・
金
車
・
誉
（
賁
）
倏
（
較
）・

畫
睚
・
朱

（

）
飴
（
姜
）
畍
（
靳
）・
虎
宣
（
幎
）
熏
（

）
裹
・
旂
・

余
（

）〔
馬
〕
四
匹
、
取
〔

〕
□

（

）
…
…

【
…
…
王
曰
は
く
、
牧
よ
、
汝
、
敢
へ
て
先
王
の
作
り
し
明
型
に
帥し

た
がひ
用
ひ
ざ

る
こ
と
毋
か
れ
。
乃
に
于
い
て
は
庶
右
隣
を
訊
ふ
に
は
、
敢
へ
て
明
ら
か
な
ら

ざ
る
こ
と
中ひ

と

し
か
ら
ざ
る
こ
と
型
ら
ざ
る
こ
と
毋
か
れ
。
乃
、
政
事
を
貫す

べ
る

に
は
、
敢
へ
て
尹た

だ

さ
ざ
る
こ
と
其
れ
中
し
か
ら
ざ
る
こ
と
型
ら
ざ
る
こ
と
毋
か

れ
。
今
、
余
唯
れ
乃
の
命
を
申
就
し
、
汝
に
秬
鬯
一

・
金
車
・
賁
較
・
畫
睚
・

朱

姜
靳
・
虎
幎

裹
・
旂
・

〔
馬
〕
四
匹
を
賜
ふ
。〔

〕
□

を
取
れ
。

…
…
】

鯖
簋
（
銘
圖5362

・
西
周
中
期
前
段
）

…
…
王
乎
（
呼
）
乍
（
作
）
册
尹
噸
（
申
）
令
（
命
）
鯖
曰
、
更
（
賡
）
乃
且

（
祖
）
服
、
乍
（
作
）
冢
欲
馬
、
女
（
汝
）
廼
諫
肬
（
訊
）
有

（
隣
）、
取
돴



簋

五
六

十

（

）、
易
（
賜
）
女
（
汝
）
赤
咯
・
幽
黄
（
衡
）・
金
車
・
金
勒
・
旂

…
…

【
…
…
王
、作
册
尹
を
呼
び
申
ね
て
鯖
に
命
じ
て
曰
は
く
、乃
の
祖
の
服
を
賡
ぎ
、

冢
欲
馬
と
作
れ
。
汝
廼
ち
有
隣
を
諫た

だ

し
訊
ひ
、
돴
十

を
取
れ
。
汝
に
赤
咯
・

幽
衡
・
金
車
・
金
勒
・
旂
を
賜
ふ
。
…
…
】

馬
越
靖
史
氏
は
、
峭
簋
の
「
肬
（
訊
）
小
大
又
（
右
）

（
隣
）」
と
は
「
多

く
の
輔
弼
の
近
臣
の
不
正
を
取
り
調
べ
る
」
と
い
う
意
で
、
牧
簋
は
「
多
く
の
輔

弼
の
近
臣
の
不
正
を
取
り
調
べ
る
際
に
、
公
平
で
な
か
っ
た
り
先
例
に
則
ら
な

か
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
意
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
（
馬
越
靖
史

「
四
十
三
年
뎾
鼎
」『
漢
字
學
研
究
』
第
四
號
、
二
〇
一
六
年
）。
こ
れ
ら
の
事
例

は
不
正
の
有
無
を
調
べ
る
こ
と
を
い
う
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
は
「
訊
〜
」
と
は
記
さ
れ
な
い
次
の
よ
う
な
事
例
も
あ
る
。

毛
公
鼎
（
集
成2841

・
西
周
晩
期
）

…
…
王
曰
、父
擯
、已
、曰
痰
（
及
）
茲
卿
事
寮
大
史
寮
于
父
即
尹
、命
女
（
汝
）

閏
欲
公
族
、
友
（
與
）
參
有
欲
、
小
子
・
師
氏
・
虎
臣
、
友
（
與
）
朕
褻
事
、

護
（
以
）
乃
族
干
（
捍
）
吾
（
禦
）
王
身
、取
頃
卅
（
三
十
）
（

）、易
（
賜
）

女
（
汝
）
旧
（
秬
）
鬯
一

…
…

【
…
…
王
曰
は
く
、
父
擯
よ
、
已あ

あ

、
曰こ
こ

に
茲
の
卿
事
寮
・
大
史
寮
に
及
び
て
は

父
に
于
い
て
尹
に
即
け
。
汝
に
命
じ
て
公
族
と
參
有
欲
と
、
小
子
・
師
氏
・
虎

臣
と
、
朕
が
褻
事
と
を
閏
欲
し
、
乃
の
族
を
以
ゐ
て
王
身
を
捍
禦
せ
よ
。
頃

三
十

を
取
れ
。
汝
に
秬
鬯
一

…
…
を
賜
ふ
。
…
…
】

楚
簋
（
集
成4246

、4247

、4248

、4249

・
西
周
晩
期
）

…
…
内
史
尹
氏
册
命
楚
、
赤
쇀
（
環
）
咯
・
特
（
鑾
）
旂
、
取

五

（

）、

欲
矇

（
鄙
）
官
・
内
師
・
舟
…
…

【
…
…
内
史
尹
氏
、
楚
を
册
命
す
る
に
、
赤
環
咯
・
鑾
旂
も
て
し
、

五

を

取
り
、
矇
の
鄙
・
官
・
内
師
・
舟
を
欲
ら
し
む
。
…
…
】

瑛
簋
（
集
成4255

・
西
周
晩
期
）

…
…
王
曰
、
瑛
、
令
（
命
）
女
（
汝
）
乍
（
作
）
欲
土
、
官
欲
耤
（
藉
）
田
、

易
（
賜
）
女
（
汝
）
閣
（
織
）
衣
・
赤
쇀
（
環
）
咯
・
特
（
鑾
）
旂
・
楚
走
馬
、

取
沖
五

（

）、
用
事
…
…

【
…
…
王
曰
は
く
、
瑛
よ
、
汝
に
命
じ
て
欲
土
と
作
し
、
藉
田
を
官
欲
せ
し
む
。

汝
に
織
衣
・
赤
環
咯
・
鑾
旂
・
楚
走
馬
を
賜
ふ
。
沖
五

を
取
れ
。
用
て
事
へ

よ
、
と
。
…
…
】

番
生
簋
蓋
（
集
成4326

・
西
周
晩
期
）

…
…
王
令
（
命
）
閏
欲
公
族
・
卿
事
・
大
史
寮
、
取

廿

（

）、
易
（
賜
）

朱
咯

…
…

【
王
、
命
じ
て
公
族
・
卿
事
・
大
史
寮
を
閏
欲
し
、

廿

を
取
れ
。
朱
咯

…
…

を
賜
ふ
。
…
…
】

「
取

〔
數
字
〕

（

）」
の
兼
官
に
對
す
る
職
務
俸
で
あ
る
と
い
う
説
や
、

そ
の
職
務
と
相
應
ず
る
固
定
の
俸
祿
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
毛
公
鼎
以
下
の
事
例

か
ら
推
測
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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そ
れ
で
は
、「
取
」
と
は
誰
か
ら
「

」
を
取
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
「
取
」

字
の
金
文
に
お
け
る
字
義
を
確
認
し
て
み
る
。
こ
こ
で
は「
取
〔
數
字
〕
（

）」

以
外
の
事
例
を
擧
げ
る
。

大
鼎
（
集
成2806
、2807

、2808

・
西
周
中
期
）

…
…
王
召
走
馬
慕
、
令
取
誰
（
騅
）
痞
卅
二
匹
易
（
賜
）
大
…
…

【
…
…
王
、
走
馬
慕
を
召
し
、
騅
痞
卅
二
匹
を
取
ら
し
め
て
大
に
賜
ふ
。
…
…
】

九
年
衞
鼎
（
集
成2831

・
西
周
中
期
）

隹
（
唯
）
九
年
正
月
既
死
霸
庚
辰
、
王
才
（
在
）
周
駒
宮
、
各
（
格
）
廟
、
眉

（
敖
）
者
膚
卓
吏
（
使
）
見
于
王
、
王
大
黹
、
矩
取

（
省
）
車
・
倏
（
較
）・

誉
（
賁
）
飴
（
姜
）・
虎
宣
（
幎
）・
瀝
（
蔡
）
眸
（
幃
）・
畫
弉
・
更
（
鞭
）

添
（
席
）
廚
・
帛

（

）
乘
・
金

（

）
當
（
犀
）、
舍
矩
姜
帛
三
兩
、

廼
舍
裘
衞
林

里
、
圄

（
厥
）
隹
（
唯
）
顏
林
…
…

【
唯
れ
九
年
正
月
既
死
霸
庚
辰
、
王
、
周
の
駒
宮
に
在
り
。
廟
に
格
る
。
眉
敖

の
者
膚
卓
の
使
、
王
に
見
ゆ
。
王
、
大
い
に
黹い

た

す
。
矩
、
省
車
・
較
・
賁
姜
・

虎
幎
・
蔡
幃
・
畫
弉
・
鞭
席
廚
・
帛

乘
・
金

犀
を
取
る
。
矩
姜
に
帛
三
兩

を
舍あ

た

ふ
。
廼
ち
裘
衞
に
林

里
を
舍
ふ
。
厥
れ
唯
れ
顏
林
に
圄お
よ

ぶ
。
…
…
】

卯
簋
蓋
（
集
成4327

・
西
周
中
期
）

…
…

翳
（
榮
）
白
（
伯
）
乎
（
呼
）
令
（
命
）
卯
曰
、
横
（
載
）
乃
先
且
（
祖
）

考
死
（
尸
）
欲
翳
（
榮
）
公
室
、昔
乃
且
（
祖
）
亦
既
令
（
命
）、乃
父
死
（
尸
）

欲
矇
人
、
不
患
（
淑
）、

（
取
）
我
家
隠
（
朱
）、
用
喪
…
…

【

…
…

榮
伯
、
呼
び
て
卯
に
命
じ
て
曰
は
く
、
載は
じ

め
乃
の
先
祖
考
、
榮
公
の
室

を
尸
欲
す
。
昔
、
乃
の
祖
も
亦
た
既
に
命
ぜ
ら
れ
、
乃
の
父
も
矇
人
を
尸
欲
す
。

不
淑
な
り
し
と
き
、
我
が
家
の
朱
を
取
り
、
用
て
喪
せ
し
む
。

…
…

】

駒
父

蓋
（
集
成4464

・
西
周
晩
期
）

唯
王
十
又
八
年
正
月
、
南
仲
邦
父
命
駒
父
鮎
（
即
）
南
者
（
諸
）
侯
、
蚫
（
率
）

高
父
見
南
淮
尸
（
夷
）、

（
厥
）
取

（
厥
）
服
、
虔
（
謹
）
尸
（
夷
）
俗

…
…

【
唯
れ
王
の
十
又
八
年
正
月
、
南
仲
邦
父
、
駒
父
に
命
じ
て
南
諸
侯
に
即
き
、

高
父
を
率
ゐ
て
南
淮
夷
を
見
し
む
。
厥
れ
厥
の
服
を
取
り
、
夷
の
俗
を
謹
む
。

…
…
】

三
年
衞

（
集
成9456

・
西
周
中
期
）

隹
（
唯
）
三
年
三
月
既
生
霸
壬
寅
、
王

（

）
旂
于
豐
、
矩
白
（
伯
）
庶
人

取
虔
（
瑾
）
章
（
璋
）
于
裘
衞
、
才
（
財
）
八
十
朋
、

（
厥
）
貯
、
其
舍
田

十
田
、
矩
或
（
又
）
取
赤
虎
（
琥
）
兩
・
厩
誉
（
并
）
兩
・
誉
（
賁
）

（
夐
）

一
、
才
（
財
）
廿
朋
、
其
舍
田
三
田
、
裘
衞
廼
彘
（
矢
）
告
于
白
（
伯
）
邑
父
・

翳
（
榮
）
白
（
伯
）・
定
白
（
伯
）・
腹
白
（
伯
）・
單
白
（
伯
）
…
…

【
唯
れ
三
年
三
月
既
生
霸
壬
寅
、
王
、
旂
を
豐
に

ぐ
。
矩
伯
の
庶
人
、
瑾
璋

を
裘
衞
に
取
る
。
財
は
八
十
朋
。
厥
の
貯
、
其
れ
田
十
田
を
舍あ

た

ふ
。
矩
、
又
た

赤
琥
兩
・
厩
并
兩
・
賁
夐
一
を
取
る
。
財
は
廿
朋
。
其
れ
田
三
田
を
舍
ふ
。
裘

衞
廼
ち
矢ち
か

ひ
て
伯
邑
父
・
榮
伯
・
定
伯
・
腹
伯
・
單
伯
に
告
ぐ
。
…
…
】



簋

五
八

柞
伯
簋
（
新
收
76
・
西
周
早
期
）

隹
（
唯
）
八
月
、
辰
才
（
在
）
庚
申
、
王
大
射
、
才
（
在
）
周
…
…
王
曰
、
小

子
小
臣
、
敬
又
（
有
）
夬
、
隻
（
獲
）
則
取
、
柞
白
（
伯
）
十

（
稱
）
弓
、

無

（
廢
）
矢
、
王
則
茸
柞
白
（
伯
）
赤
金
十
反
（
鈑
）
…
…

【
唯
れ
八
月
、
辰
は
庚
申
に
在
り
。
王
大
射
す
。
周
に
在
り
。
…
…
王
曰
は
く
、

小
子
小
臣
よ
、
敬
み
て
夬
有
り
。
獲
た
れ
ば
則
ち
取
れ
、
と
。
柞
伯
十
稱
弓
し

て
、
廢
矢
無
し
。
王
則
ち
柞
伯
に
赤
金
十
鈑
を
茸
ふ
。
…
…
】

呉
虎
鼎
（
新
收709

・
西
周
晩
期
／
近
出364

・
西
周
晩
期
）

…
…
王
令
（
命
）
善
（
膳
）
夫
豐
生
・
欲
工

（
雍
）
毅
噸
（
申
）
剌
（
厲
）

王
令
（
命
）、
取
呉
淀
舊
彊
（
疆
）、
付
呉
虎
、

（
厥
）
北
彊
（
疆
）

人

彊
（
疆
）、

（
厥
）
東
彊
（
疆
）
官
人

彊
（
疆
）、

（
厥
）
南
彊
（
疆
）

畢
人

彊
（
疆
）、

（
厥
）
西
彊
（
疆
）
矇
姜

彊
（
疆
）
…
…

【
…
…
王
、
膳
夫
豐
生
・
欲
工
雍
毅
に
命
ず
。
厲
王
の
命
を
申か

さ

ね
、
呉
淀
の
舊
疆
を

取
り
、
呉
虎
に
付
せ
、
と
。
厥
の
北
疆
は

人
と
も
に
疆
し
、
厥
の
東
疆
は
官
人

に
疆
し
、
厥
の
南
疆
は
畢
人

に
疆
し
、
厥
の
西
疆
は
矇
姜

に
疆
す
。
…
…
】

伊
藤
道
治
氏
は
、「
取
」
と
い
う
文
字
は
單
に
手
に
入
れ
る
と
い
う
意
味
で
使
用

さ
れ
る
文
字
で
は
な
く
、
上
位
の
も
の
が
下
位
の
も
の
か
ら
強
制
的
に
入
手
す
る

と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
る
文
字
で
あ
る
と
い
う
（
伊
藤
道
治
前
掲
書306

頁
）。

こ
こ
に
擧
げ
た
事
例
の
う
ち
卯
簋
蓋
と
柞
伯
簋
は
強
制
的
に
「
取
っ
た
」
と
は

考
え
に
く
く
、
伊
藤
氏
の
説
に
は
例
外
も
あ
る
。
し
か
し
強
制
の
有
無
に
關
わ
ら

ず
上
記
の
事
例
は
全
て
「
取
る
」
義
で
問
題
な
く
解
釋
で
き
る
。
よ
っ
て
、
松
丸

氏
の
よ
う
に
王
（
な
い
し
王
室
）
側
か
ら
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
考
え
る
こ
と

は
難
し
い
。「
取

〔
數
字
〕

（

）」
と
は
、
王
か
ら
與
え
ら
れ
る
兼
官
に
對

す
る
職
務
俸
や
職
務
と
相
應
ず
る
固
定
の
俸
祿
で
は
な
く
、少
な
く
と
も「
肬（
訊
）

〜
」
の
記
述
の
あ
る
も
の
は
裁
判
の
當
事
者
か
ら

を
「
取
」
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
發

（
集
成10285

・
西
周
晩
期
）
に
は
「
罰
女
（
汝
）
三
百

（

）」【
汝

に
三
百

を
罰
す
。】
と
あ
り
、
裁
判
の
結
果
と
し
て
「
三
百

」
を
罰
と
し
て

拂
う
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
器
銘
文
の
「
五

（

）」
よ
り
も
か

な
り
大
き
な
數
字
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、「
肬（
訊
）訟
、取

五
（

）」

は
、
裁
判
を
行
う
際
の
手
數
料
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
肬
（
訊
）
〜
」
の
記
述

の
な
い
毛
公
鼎
等
の
事
例
も
王
で
は
な
く
他
の
者
よ
り

を
「
取
」
っ
た
と
思
わ

れ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
で
は
そ
れ
ら
も
裁
判
の
手
數
料
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
可

能
性
が
高
い
。「
取

〔
數
字
〕

（

）」
の
〔
數
字
〕
部
分
が
五
の
倍
數
で
異

な
っ
て
い
る
の
は
、
裁
判
を
主
體
的
に
擔
當
す
る
者
の
地
位
に
よ
り
手
數
料
も
異

な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

對
揚
王
休
、
用
乍
（
作
）
楳
（
朕
）
文
且
（
祖
）
豐
中
（
仲
）
寶
鮎
、

世
孫
子
其
永
寶
用

「
世
孫
子
其
永
寶
用
」
は
、
寧
簋
蓋
（
集
成4021

、4022

・
西
周
早
期
）
に
「
世

孫
子
寶
」、
師
遽
簋
蓋
（
集
成4214

・
西
周
中
期
）・
伯
作
蔡
姫
尊
（
集
成

5969
・
西
周
中
期
）
等
に
「
世
孫
子
永
寶
」
と
あ
る
。
他
の
事
例
で
は
「
世
」
字

が
無
い
こ
と
が
多
い
。

王
の
恩
寵
に
感
謝
し
て
本
器
を
作
り
、
子
孫
も
永
く
寶
と
せ
よ
と
い
う
こ
と
を
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述
べ
て
い
る
。

訓
讀唯

れ
正
月
初
吉
丁
丑
、
昧
爽
、
王
、
宗
周
に
在
り
。
大
室
に
格
る
。
祭
叔
、

を
右
け
て
、
位
に
中
廷
に
即
く
。
作
册
尹
、

に
册
命
し
、
鑾
を
賜
ひ
、
鄭
に

邑
せ
し
む
。
訟
を
訊
ひ
、

五

を
取
れ
、
と
。

、
王
の
休
に
對
揚
し
て
、

用
て
朕
が
文
祖
豐
仲
の
寶
鮎
を
作
る
。
世
よ
孫
子
其
れ
永
く
寶
用
せ
よ
。

現
代
語
譯

正
月
初
吉
丁
丑
の
日
の
夜
明
け
、王
は
宗
周
に
お
ら
れ
た
。〔
王
は
〕大
室
に
至
っ

た
。
祭
叔
は

を
た
す
け
て
、
中
廷
で
所
定
の
位
置
に
つ
い
た
。
作
册
尹
は

に
册
命
し
て
、
鑾
を
賜
い
、
鄭
に
邑
を
作
ら
せ
て
〔
そ
こ
を
管
理
さ
せ
た
〕。

訴
訟
の
こ
と
を
聞
き
、〔
裁
判
の
手
數
料
と
し
て
〕

五

を
取
れ
、
と
〔
述

べ
た
〕。
は
王
の
恩
寵
に
感
謝
し
て
、我
が
文
祖
豐
仲
の
寶
鮎
を
作
っ
た
。世
々

孫
子
は
永
く
寶
と
し
て
用
い
よ
。

【
參
考
】

本
器
銘
文
と
類
似
し
た
も
の
と
し
て
裳

銘
文
が
擧
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ

の
裳

は
所
在
や
器
影
等
一
切
が
不
明
で
、
劉
體
智
『
小
校
經
閣
金
文
拓
本
』
に

の
み
著
録
さ
れ
て
い
る
。
羅
福
頣
「
小
校
經
閣
金
文
僞
銘
録
目
」（『
古
文
字
研
究
』

第
十
一
輯
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
で
は
僞
銘
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
集
成
・
銘
圖
等
に
お
い
て
も
收
録
さ
れ
て
い
な
い
。

僞
銘
の
お
そ
れ
の
あ
る
裳

で
あ
る
が
、
松
丸
道
雄
氏
は
、

一
、「
取

□
랇
」の
第
二
字
は
、楚
鮎
以
外
で
は
い
ず
れ
も
貝
に
從
う
文
字
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
字
の
み
は
楚
鮎
の
遄
に
似
て
お
り
、
も
し
僞
作
で
あ
る
な
ら
、

楚
鮎
出
土
以
前
の
段
階
で
こ
の
字
を
用
い
て
い
る
。

二
、
銘
拓
を
子
細
に
觀
察
す
る
と
、
末
行
首
字
の
右
下
に
ス
ペ
ー
サ
ー
ら
し
き
も

の
が
あ
り
、
ス
ペ
ー
サ
ー
の
嵌
入
さ
れ
る
場
所
と
し
て
は
、
最
適
の
位
置
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
西
周
期
の
鑄
銘
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

の
二
點
を
擧
げ
、
必
ず
し
も
僞
銘
と
は
斷
じ
が
た
い
の
で
今
後
の
檢
討
に
殘
し
て

お
く
と
い
う
（
松
丸
道
雄
前
掲
論
文
）。

ま
た
、
②
朱
鳳
瀚
と
陳
絜
前
掲
論
文
も
參
考
と
し
て
裳

銘
文
を
紹
介
し
て
い

る
た
め
、
本
稿
で
も
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

裳

（
小
校
經
閣
金
文
拓
本3.98

）

唯
三
月
初
吉
戊
寅
、
王
才
（
在
）

宗
周
、
王
易
（
賜
）
裳
赤
咯
・

幽
黄
、
用
□
（
事
？
）、
邑
于
奠

（
鄭
）、□
□
（
訟
？
）
有
（
隣
）、

取
遄
十

（

）、
裳
對
揚
王
休
、

子
孫
永
寶

（
岡
山
大
學
大
學
院
社
會
文
化
科
學

硏
究
科
客
員
硏
究
員
・
立
命
館
大

學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏

究
所
客
員
硏
究
員
）

陳絜「周代農村基層聚落初探」（前掲論文）




